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くろつち便り
今
月
の
内
容 ↑会報QRｺｰﾄﾞ

米軍基地化許さない(1/31)(2/3)／
Series学校現場から⑫／ごてれつの独り言⑲／
9条の会新春公演会(2/6)／労金GG大会(3/28)
野草折々58(ﾉｶｲﾄﾞｳ)／共助会GG大会(2/12)／
次回の金曜集会は3/3日/17:30～）(4月から17時)

『
節
分
』
に
豆
ま
き･

鬼
役
ま
で
さ
せ
ら
れ
て
逃

げ
回
る
担
任
。
子
ど
も
た

ち
の
お
目
当
て
は
豆
。

「
年
の
数
だ
け
で
す
よ
。
」

と
一
つ
一
つ
数
え
な
が
ら

手
渡
し
ま
す
。
「
先
生
も

う
少
し
く
だ
さ
い
。
」
と

言
う
子
ど
も
た
ち
に
、

「
ダ
メ
で
す
。
先
生
は

63

個
食
べ
る
け
ど…

」
と
、

時
に
は
鬼
に
な
ら
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
日
の
給
食
に
「
福

豆
」
が
出
ま
し
た
。
「
も

う

10
個
食
べ
た
け
ど
食
べ

て
も
い
い
ん
で
す
か
？
」

と
、
何
と
も
素
直
な
子
ど

も
た
ち
で
す
。
「
給
食
の

豆
は
特
別
だ
か
ら
食
べ
て

も
い
い
の
で
す
。
」
と
、

意
味
不
明
な
回
答
に
「
や
っ

た
ー
。
」
と
喜
ぶ
子
ど
も

た
ち
で
し
た
。

２
月
に
入
る
と
、
い
よ

い
よ
来
年
度
の
教
育
課
程

編
成
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

我

が

校

も
今
年

度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て

『
業
務
改
善
』
を
進
め
る

た
め
の
具
体
策
を
話
し
合

う
機
会
が
多
く
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
ま
ず
、
体
育
的

行
事
の
「
校
内
縄
跳
び
大

会
」
が
、
昨
年
ま
で
は
２

月
の
開
催
で
し
た
が
、
今

年
度
は
１
月
の
授
業
参
観

に
実
施
し
ま
し
た
。
（
３

学
期
始
ま
っ
て
す
ぐ
の
授

業
参
観
と
、
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
）
ま
た
、
年

度
末
に
向
け
て
忙
し
く
な

る
時
期
に
負
担
と
な
っ
て

い
た
「
学
校
文
集
作
成
」

が
今
年
度
か
ら
カ
ッ
ト
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

来
年
度
は
２
学
期
始
ま
っ

て
す
ぐ
の
授
業
参
観
と
学

級
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
カ
ッ
ト
と
い

う
約
束
が
で
き
て
い
ま
す
。

体
育
担
当
者
に
は
大
き
な

負
担
に
な
っ
て
い
た
「
夏

休
み
の
プ
ー
ル
開
放
」
も

半
分
に
す
る
こ
と
が
Ｐ
Ｔ

Ａ
で
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

「
何
で
も
か
ん
で
も
カ
ッ

ト
す
れ
ば
い
い
・
・
・
」

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
時
期
の
業
務

が
い
か
に
無
理
で
大
変
だ
っ

た
か
、
子
ど
も
た
ち
に
向

き
合
う
時
間
が
削
ら
れ
て

い
た
の
か
を
訴
え
た
結
果

で
す
。
こ
こ
ま
で
の
教
育

課
程
編
成
に
か
か
わ
る
管

理
職
の
対
応
に
は
特
別
問

題
な
し
、
と
言
っ
た
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
「
来
年
度
の
土

曜
授
業
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
。
」
と
校
長
か
ら
申

し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
は
、
「
来
年
度
２
月

の
土
曜
授
業
は
３
連
休
に

か
か
る
の
で
実
施
し
な
い
。
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ

れ
ま
で
、
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ

ン
デ
ー
」
に
か
か
る
週
は

実
施
す
べ
き
で
な
い
と
言

い
続
け
て
き
た
の
に
、

「
今
回
に
限
っ
て
ど
う
し

た
の
だ
ろ
う
？
何
か
裏
が

あ
る
の
か
・
・
・
？
」
安

心
す
る
に

は
ま
だ
早

い
の
か
も

し
れ
な
い
。

学

校
現
場

か
ら

シ

リ

ー

ズ

そ

の

⑫

大
黒
小

関
下
俊
郎

１月３１日、米軍空中給油機

の訓練があるというので、いつ

ものメンバーが野里地区の高台

での訓練反対行動に集結した。

ＫＣ１３０が飛来するのは２

年４カ月ぶりだという。市のど

真ん中の基地で訓練とは、危険

極 ま り な

い 。 一 歩

間 違 え ば

大 惨 事 と

い う こ と

は目に見えている。

またいざ戦争ということにな

れば真っ先に、この基地だけで

なく周辺部も標的にされるとい

うことは、現在進行中のウクラ

イナ戦を見れば明らかだ。

２月３日には金曜集会があり、

そこでも原発問題と同様に、基

地問題についても市民に訴えた。

自分だけは大丈夫という思い

を心理学では「正常性バイアス」

と呼ぶそうだけど、現政策は原

発にしろ基地問題にしろ国民の

そういう心理をうまく操作して

いるように思えて仕方がない。

米軍基地化を許さない

◆Ukraine War Stories
先ごろクローズアップ

現代で戦わない戦争ゲー

ム「ウクライナ戦物語」
Ukuraine War Stories

が取り上げられていた。

兵士の立場からではなく

一人の市民として、戦禍

や占領地をどう生き延び

るかという、開発チーム

の実体験を基に作られた

ゲーム（無料）だそうで、

若者に人気だという。

思い出すのは１９５０

年代出版の「夜と霧」だ。

精神医学者フランクルが

ナチ強制収容所での実体

験を基に、心理学の観点

から被収容者の行動や心

を描いた本（体験記）だ。

死と隣り合わせの不安

や極寒の中での過酷な作

業など「収容所の１日は

１週間より長い」という。

そんな中でどう決断し

生き延びてきたかという

心理状態が、冒頭のゲー

ムと重なって見えてきた。

ゲームにしろ戦争を他

人事と考えず民間人の立

場で追体験しようと考え

る若者が増えてきたのは

喜ばしいと思う反面、相

手を憎む感情が異常に膨

らむのではという危惧も

一方ではあるのだが。

（「夜と霧」の方では、

筆者は具体例を挙げ、こ

ちらにも向う側に加担す

る人がいたように、逆に

監視人の中にも善意の人

がいたことも書いている。）

ぶつくさ言う人
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前々日までの予報では、

とても大会実施は無理だ

ろうなと思っていたけど、

前日朝には、ひょっとし

たら実施できるかなあから、

夕方にはこれならいけそう

に変わり、当日の朝は、絶好

のＧＧ日和に。
びより

■飯山実行委員長の挨拶

実行委員長の笛の合図

でスタートしました。

球が滑りやすいという

話でしたが、それでも

昨年の大会よりもホー

ルインワンの数が多かっ

たのは、皆さん腕を上

げられたのかも。（昨

年は７人で計８回）

挨拶にもあったように参加

者５０名の皆さん、青春を大

いに楽しんでいるようでした。

5月の連休に、世界中でここだけにしか

楽しめない植物です。

霧島のえびの高原に自生する固有種

１９９７年５月４日 えびの高原

飯山春男さん紹介の身近な植物シリーズ

ノカイドウ

（バラ科）

２月６日、
松元ヒロ公

演は、計画段

階では、平日の

昼間ということで観客数

を心配しましたが、当初

目標の２５０名を大きく

超えました。くろつちの

果たした役割は大きいで

した。

開場時刻１２時半前か

ら多くの観客が来られて、

１２時半を過ぎると受付

が一時パンク寸前でした。

途中休憩なしの２時間

半、次から次に繰り出す

風刺の効いたセリフの数々、

▼（安倍葬

儀 で ） 死

ん だ 人 に

１２億も使

うんじゃな

くて生きた

人（子ども達）

に使うべき

▼安倍晋三、心臓はある

のに心がない

▼カードにはハートがあ

るのにトランプにはハー

トがない

などなど、どのセリフ

にも胸のすく思いがした

り怒りが再燃したり・・・。

７３才とは思えないほ

どの身のこなしで独

り舞台を演じ、客席か

らは笑笑いが続きました。
えわら

また舞台上手の客席を

指さし非難口調で「あな

た方自民党は・・・」と

語る場面があり

ましたが、米永

さんの話では本

当にそこには自

民党の方がいた

けど、一緒に笑っ

ておられたそうです。

アンケートでは再来を

期待する声が多かったそ

うですが、来年もまた来

てくださるようです。そ

の際はまたお願いします。

久々に、友の会グラウンド

ゴルフ大会がもたれます。

◎期日 ３月２８日（火）

受付 ８時３０分

（雨天延期）

◎会場 鹿屋ＧＧ場

◎申込 内俊朗へ

電話 ４３－９４６４

３月１０日～２０日

労
金
Ｇ
Ｇ
大
会

結果は次の通り。（敬称略）

優勝 山本良三 ４０打

準優勝 山口伸也 ４０打

３位 森 轄隆 ４１打

４位 岩山淳子 ４１打

５位 山口玲子 ４１打

ＢＢ賞 永吉浩子 61打
ホールインワン賞

長崎雄二、米良晶子、木

下俊子、山口玲子、岩山

淳子、岡元道枝、真島幸

則、矢野務（２回）、二

木洋子、山口博美、野口

幸四郎、森轄隆、住吉務

この暖かさの中で精

一杯、青春を楽しんで

ください。今日はかね

て足が痛い人も、暖か

さのおかげでいつもと

違うだろうから頑張っ

てください。
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２０１９年を最後に送る会が

ありませんでした。３年ぶりに

表題の会が２月２５日に開催さ

れました。「ありがとう、そし

て これからも」は「（これか

らも）くろつちで頑張ってくだ

さい」の意味だろうと勝手に解

釈しています。

３年間で退職された組合の先

生方は３９名に上ります。その

中から何名かの話の一部分だけ、

ほんの断片を掲載します。

最 後 は 、

組 合 歌 の あ

と 、 今 年 退

職 の 堀 内 さ

んの音頭で、

団 結 ガ ン バ

ロウでした。

堀内憲二さん（今年度退職）

ひとまず今年で退職

するんですが、アディ

ショナルタイムがあり

ます。これが５年にな

るのかもう少し長くな

るのか分からないけど、

現職の方と同じように

これまで以上に組合活動も頑

張っていきたい。

原園正敏さん（今年度退職）

眞島さんに「ちょっと

話があるから」と園田

さん（後の書記長）と

一緒に呼ばれて「あん

たがたのどっちか、来

年書記長をしろ」と言

われました。その後い

ろいろあって、鹿屋から通勤し

て、本部書記長、執行委員長と

して勤め上げました。みなさん

の支えがあってこそです。

片平喜代三さん（昨年度退職）

力で子どもたちを抑

えて満足していたけ

ど、組合の学習会に

参加して、いままで

のやり方はダメなん

だと自覚させられて、

教師としてのあり方

を教えられました。

宇都幸枝さん（昨年度退職）

大隅支部が私を育て

てくれました。いろ

いろな経験や学習が

できました。夫は、

最初は組合に入るこ

とに反対していたけ

ど、最後には夫の意

識も変えることができました。

大木順子さん（昨年度退職）

細山田小で０分会を

経験して、仲間が大

事だなあとつくづく

思いました。再任用

で働いています。今

後、職員にどう働き

かけるかも悩みです。

中馬三樹郎さん

早期退職で市議会議員

になりましたが、それ

も先生方、組合のおか

げです。これからも皆

さんの要望に応えたい

です。教え子が教員に

なったのが、一番の喜

びです

永吉浩子さん（一昨年退職）

くろつちと退女教と

の関係がよくわから

ないですが、退女教

の先生が声をかけて

くださるのでうれし

いです。

山下耕平さん（一昨年退職）

私が組合に入ったの

は１９８５年、阪神

が、バース・掛布・

岡田の３人がホーム

ランを打って優勝し

た年です。新任地で

ＰＴＡの大物から

「組合には入るな」と声をかけ

られました。しかしその人が

「いい先生」と言ったのが組合

員でした。自分の考えを地道に

訴えることで理解してもらえる

ようになりました。

団結がんばろう

くろつち便り三月号は、２ペー

ジで済ますつもりで編集してきま

した。役員会は３月１日だし、

「励ます会」の記事はとても間に

合いそうもないから、次号に掲載

しようかと考えたからです。

ところが「励ます会」だけで

なくウクライナ戦への反対集会な

ど、今月号に掲載しないと時機を

逸する記事も多く思い直しました。

それで急遽、ページ数を増やすこ

とにしました。（決断が遅かった

分、取り掛かりが１週間前になっ

てしまい、紙面が乱調気味な点は

ご容赦ください。）（樋園）

編
集
後
記

長田富昭さん（昨年度退職）

教員生活３６年余りの

うち、足かけ３０年、

曽於の学校に勤務しま

した。２校目で友の問

題で、地域の有力者の

家で「お前は日教組か。

抜けろ」と言われたけど、

最後に当時のＰＴＡ会長から「す

まなかった」という言葉をいただ

きました。長い教員生活を通して、

子どもを主体にして取り組んでき

たというのが、私の自負です。
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■何とかの冷や水
心理学で「スポット

ライト効果」と言って、
実際は誰も見ていなかっ
たりするのに、見られ
ている自分というのを
意識するらしい。見栄
とか辺幅もそれだろう。
我が家の初老（９才）

の超小型犬クロ、気を
引くものがあると突然
チョコチョコ走り出し、
絶念することがない。
この日は娘たちが帰っ
てきていて、散歩
中に家の方から娘
たちの甲高い声が
聞こえてきたのだ。

いつもはリードでク
ロを制御するのだが、
この日はどう行動する
か気になって、止めと

や

けばいいのにクロと一
緒に走った。こういう
のを年寄りの冷や水と
いうんだろう、年甲斐
もなく競争みたいになっ
てしまった。
たかが超小型犬で大

した速さじゃないけど、
当方には年不相応とい
うことに加えかねての
運動不足も祟り、２０

たた

ｍも走らない内に息が
少し上がってきた。足

の太腿も重
くなったと
実感したが、
相手は初老

犬だ。負けてはいられ
ない。高調子の声は中
庭から聞こえてくる。
あと少しだ。
もう少しというとこ

ろで、僅か１０センチ
余りの段差に足をとら
れて転んでしまった。
幸いクロの他には誰も
見ていなかった。ガラ
ス製の眼鏡だったら割
れていただろうが、顔
や服のあちこちに土が
ついたぐらいで済んだ。
だが妻に「それどう

したの」と聞かれても、
とても犬と競走したな
どとは言えない。見ら
れている自分を意識し
たのだろう、何もなかっ
たように体裁を繕い、

「なに、ちょっと転ん
だだけだ」

■魔の一週間
２月下旬、

二階のネット
中継装置が故障した。
ル ー タ ー

インターネットだけで
なく電話（光）も使え
ない日が機器交換まで
の約１週間続いた。
何にもできない日が

続くと精神上よくない。
高揚感をもたらすと

いうプロセス依存症の
一つに、ネット依存症
というのがあり、孤独
感や絶望感に苛まれる

さいな

（大辞泉）というが、
そこまではなかったも
のの魔の一週間であっ
た。（２４日に復旧。樋園）

ぶつくさ言う人

ＴＢＳテレビ２月４日の報

道特集、見られた方も多いと思

いますが、そこでは日本の米軍

基地化問題を取り上げていた。

番組の中で、いろんな方々に

インタビューされていた。

終戦後、進駐軍が最初に上陸

した地点に、後世に歴史の記憶

として残すために立元さんら高

須町の有志で建てられたという

「上陸地の碑」も紹介された。

最後に基地のあるどの市も交

付金との引き換えの話もあった

が、命を金で売るようなものだ。

2/4 報道特集より

松下徳二さん

アメリカがこ

こを自由に使え

るようになるた

めの第一歩かな

という気がして反対です。こ

のままどんどんどんどん押し

流されるのかなと心配です。

眞島幸則さん

言論の自由な

んていうのはま

さに戦争が起こ

れば今のウクライナ（侵攻）で

ロシアもそうだけど、そういう

論調はすべて権力で封殺される。

もう今反対しないと本当に日本

という国には攻撃できる そう

いう状況にあって、戦争前夜に

近づいてきていると言える。

立元良三さん

７８年経って、平

和が壊されていくよ

うな気がする。鹿屋

に無人機が来て、もう

アメリカの軍事基地になったみた

い。戦争になったら真っ先に鹿屋

が狙われるんじゃないか。皆もう

平和ボケと言うか、戦争のことを

あまり考えない。一方ではどんど

ん煽る。何となく昔に帰っていく

ような、また戦争する国に変わっ

ていくような気がする。

２月２４日は、ロシア

がウクライナに侵攻を始

めて１年になる。平和セ

ンターでは一里山交差点

で即停戦を市民に訴えた。

緊急にも拘わらず、上山

兄弟をはじめ、２０名近

くが集まった。（写真両

端は四朗・陸三兄弟）

戦争は泥沼化し、新た

な段階に入っ

た。２２日

には「新Ｓ

ＴＡＲＴ」

（新戦略削

減条約）の

停止をロシアが打ち出し

た。新～は、いわゆる米

露の核軍縮条約である。

ウクライナ・ロシア戦

から米露戦争へ、ひいて

は世界戦へと変貌しつつ

ある。話し合いによる解

決が急がれる。

道下勝さん

私たちはいかなる戦争

にも反対しています。ウ

クライナでは今、多くの

市民や子ども達が犠牲に

なっています。ロシアだ

けでなく、ウクライナ・

ロシア双方が直ちに戦争

をやめなければな

りません。日本政

府はウクライナ支

援を言うだけで、

何も提案していません。

大戦経験国としてもっと

「戦争をやめろ」と言う

べきではないでしょうか。


